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＜教師の願い＞

・言葉への関心を高めたい。

・言葉を吟味して、使える言葉や

表現を自ら増やしてほしい。

＜児童の実態＞

・使える言葉や表現が少ない。

・自分の言葉の使い方に自信が

持てない。

言葉に関心を持ち、自ら活用できる児童

研究構想図

意欲的に言葉を使う児童

言葉を活用する
～自分の言葉と表現を探す～

言葉を広げる
～多くの言葉と触れ合う～
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＜提言＞

言葉への関心や自信を高め、児童が意欲を持って言葉を使える

ようにするために、言葉を広げたり活用したりする場面において

個別の活動と交流活動による一連の活動を設定してみましょう。

＜成果（○）と課題（●）＞
○言葉を広げたり活用したりする場面で個別の活動と交流活動
による一連の活動を設定したことにより、児童が意欲的に言
葉を使い、表現する言葉の数や文章を増やすことができた。
●個別の活動と交流活動を設定する上で、効果的な場面や回数、
教科書教材との関連の仕方を明らかにする必要がある。

実践

使える言葉が
増えて楽しい♪

言葉を広げる

個別の言葉集め

平均５.６語

言葉集めの交流活動

平均８.１語

書き表した言葉
の数の広がり

「冬といったら？」

言葉を活用する

自分の言葉で表現
できてうれしい♪
伝わって安心。も
っと表現したい！

① 季節を表す言葉について考えられたか ② 自分の考えや思いを書くことができたか

よくできた ８３．６％ ８３．６％

できた １６．４％ １４．６％

できなかった ０．０％ １．８％

言葉集めの交流活動

自分が考えた表現の
交流活動

80％以上
の児童が高
い達成感を
得られた

意欲的に言葉を使う姿

表現のために自分で加えた言葉の数 ７月→10月

児童の振り返り結果


